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菅
野
委
員
長
年
頭
挨
拶

組
合
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

横浜トヨペット労働組合機関紙 平成27年1月1日（木）  （2）第326号

　１月からのフォルクスワーゲン事業の分社化に
伴い 12 月をもって、４名が支部長を退任されま
した。支部長としてこれまでお疲れ様でした。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
日
ご
ろ
よ
り
組
合
活
動
に
対
し
、ご
理
解
・

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
２
０
１
４
年
の
世
相
を
表
す

漢
字
の「
税
」に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
、年
度
初
め
の
４

月
に
は
１
９
９
７
年
以
来
と
な
る
消
費
増
税
が
お
こ

な
わ
れ
、８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
額
の
買
い
物
で
は
あ
ま
り
感
じ
る
こ
と
が
な
く

て
も
、高
額
の
買
い
物
に
な
る
と
あ
ら
た
め
て
８
％

の
大
き
さ
に
気
付
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

第
一
生
命
経
済
研
究
所
の
試
算
に
よ
る
と
増
税
に

よ
り
年
収
５
０
０
万
円
世
帯
の
年
間
負
担
増
額
は
７

万
３
６
９
１
円
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

実
際
に
二
人
以
上
の
世
帯
で
の
消
費
支
出
も
増

税
後
の
４
月
以
降
は
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
消
費
増
税
の
目
的
は「
少
子
化
に
よ
る

急
激
な
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
」と
し
て
社
会
福
祉

財
源
の
確
保
と
安
定
化
で
し
た
。

　

私
た
ち
も
決
し
て
少
な
く
な
い
税
金
を
納
め
て
い

る
当
事
者
と
し
て
国
政
に
対
す
る
興
味
を
今
ま
で

以
上
に
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
組
合
と
し
て
も
昨
年
年
末
に
行
わ
れ
た
第

47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、投
票
行
動
を

ユ
ニ
オ
ン
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
呼
び
掛
け
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

政
治
活
動
に
関
し
て
は
様
ざ
ま
な
意
見
・
考
え
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、税
金
を
は
じ
め
労
使
で
は

解
決
で
き
な
い
様
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。と
り

わ
け
私
た
ち
の
仕
事
に
も
関
係
し
て
く
る「
自
動
車

関
連
諸
税
の
軽
減
」に
つ
い
て
は
私
た
ち
の
代
表
者

に
政
治
の
場
で
し
っ
か
り
と
訴
え
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

今
春
に
お
こ
な
わ
れ
る
統
一
地
方
選
、翌
年
の
夏

に
お
こ
な
わ
れ
る
参
議
院
選
と
私
た
ち
の
求
め
る
政

策
制
度
実
現
の
た
め
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
お
願
い

す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、是
非
、ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
、会
社
よ
り
退
職
金
制
度
の
変
更
の
申
し
入

れ
が
あ
り
、評
議
委
員
を
交
え
て
議
論
し
て
き
ま
し

た
。内
容
に
つ
い
て
は
確
定
拠
出
年
金（
Ｄ
Ｃ
）と
確

定
給
付
年
金（
Ｄ
Ｂ
）の
配
分
変
更
で
し
た
が
、単
純

な
配
分
変
更
だ
け
で
は
運
用
時
に
お
け
る
リ
ス
ク
が

増
加
す
る
だ
け
で
あ
り
、会
社
と
の
事
務
折
衝
の
な
か

で
現
在
の
確
定
拠
出
年
金
の
想
定
利
回
り
の
変
更

と
社
員
教
育
の
充
実
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
、経
営
側
の
理
解
も
あ
り
、現
在
の
想
定
利

回
り
２
．５
％
か
ら
１
．８
５
％
に
、ま
た
労
使
共
催
の

40
歳
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
は
じ
め
と

し
た
教
育
の
充
実
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

将
来
の
公
的
年
金
を
頼
り
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

環
境
に
な
っ
て
お
り
、今
後
、確
定
拠
出
年
金
を
含

め
、自
助
努
力
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、現
在
の
確
定
拠
出
年
金
の
運
用

実
態
を
み
て
み
る
と
、当
社
に
お
け
る
全
体
の
45
％
の

方
が
定
期
預
金
の
み
の
運
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。年

代
ご
と
に
適
し
た
運
用
方
法
は
異
な
り
ま
す
が
、と

り
わ
け
若
年
層
や
中
堅
層
は
定
期
預
金
の
み
の
運
用

で
は
退
職
金
モ
デ
ル
ま
で
積
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

組
合
と
し
て
も
今
後
、確
定
拠
出
年
金
も
含
め
た

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
会
社
で
も
退
職
金
制
度
変
更
の
説
明
会
を
１

月
か
ら
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、自
身
の
確
定

拠
出
年
金
が
ど
の
よ
う
に
配
分
・
運
用
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

始
終
業
時
間
の
変
更
や
休
憩
時
間
の
変
更
な
ど

が
あ
り
、現
場
で
働
く
皆
さ
ん
に
は
対
応
等
で
苦
労

を
か
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
労
働
行
政
が
今
ま
で

以
上
に
厳
格
に
な
り
つ
つ
あ
り
、こ
れ
ま
で
フ
ァ
ジ
ー

だ
っ
た
も
の
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

大
き
く
社
会
の
流
れ
が
変
わ
る
中
で
そ
れ
に
合
わ

せ
、考
え
方
や
ル
ー
ル
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。当
然
こ
れ
ま
で
運
用
し
て
き
た
こ
と
を

変
え
る
に
は
、そ
れ
相
当
の
窮
屈
さ
や
課
題
等
も
出

て
き
ま
す
が
、私
た
ち
も
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
秋
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、営
業
ス

タ
ッ
フ
の
完
全
時
間
算
定
導
入
に
つ
い
て
申
し
入
れ

を
お
こ
な
い
、一
年
間
か
け
会
社
と
協
議
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

時
間
算
定
導
入
に
あ
た
り
、様
々
な
課
題
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
、考
え
方
も
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。何
よ
り
も
私
た

ち
自
身
の
意
識
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
組
合
と
し
て
も
、変
化
に
対
応
し
な
が
ら
も

働
き
や
す
い
環
境
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、昨
年
の
暮
れ
か
ら
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
も
流
行
し
て
い
ま
す
の
で
体
調
等
に
留
意

し
て
い
た
だ
き
、皆
さ
ん
と
ご
家
族
の
今
年
一
年
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年  

元
旦
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佐藤専務より回答書の読み上げ

＊

＊

＊

＊
＊

＊

＊

早いもので11月も終わり、今年も稼働日で言うと残すところあと15日程度となった。
10 月の団体交渉時には予期していなかった選挙が決定し、お客様にとってはただでさえ忙しい時期に
選挙も加わり、販売活動については大変やりにくい月になってしまったと思っている。
11 月もおかげさまで収益的には計画を上回る所で推移している状況であるが、受注に関しては大変苦
戦しているところである。
トヨペット店においてはトヨタの中では新型やモデルチェンジなどあり、比較的恵まれているチャネ
ルになっている。しかしネッツやカローラは苦しく、受注残も少なくなっているという過去にない非
常に厳しい状況となっている。
トヨペットは来年に向けて勢いをつけて頑張ってもらえるようお願いしたい。
いずれにしても働き方の改善は前回申した通り労使共通の目標であり、これからも真摯に話し合い改
善をしていかなければならない。共通項目であり、あとはいかにコミュニケーションをとっていくか
ということではないか？と思っている。
継続的な話し合い必要であり、これは終わりのないテーマとして、課題が出てくればその都度解決し
ていかなければならないと思う。
今回の申し入れの基本的な部分もどの様に解決していくか、現場も会社も
やりやすい制度を作って行きたい。前向きに慎重に進めていく。項目に関
しては対立するような内容ではなく、方向性について労使で理解していく
必要があると思う。

＊
＊
＊

＊

＊

＊

回答内容を確認させて頂き、課題の共通認識は出来たと思っている。
とりわけ、働き方改善については難しい議論をしていかなければならないと思っている。
全国の販売店を見ても労働行政の動きが激しくなっており、一例では板金工場の有機溶剤の管理につ
いての指導の中で時間管理にまで指導が及んだ案件も出ている。
時間算定については待ったなしといった危機感も感じており、協議会の中で是々非々で議論していか
なければならないと思っている。
様々な課題があると思うが、しっかりと結果が残せるように一つひとつ労使で丁寧に協議していきたい。
カレンダーについては 9 月のシルバーウィークや他にも働き方に負荷がかかるような事があるかと思
うが、正月の休みについては昨年より１日増ということで、特に長年働いているスタッフからすると、
久しぶりに長期休暇が増えたということで喜んでもらえると思っている。
回答という場面ではあるが労使にとってはこれからが本格的な議論のスタートであると思っており、
よろしくお願いしたい。

退職金制度変更について

更なる働き方改善に向けて1.
１）店舗の始終業時間について
２）営業スタッフの完全時間算定について
　　⇒上記１）、２）ともに、労使で議論すべく労使協議会を
　　　設置する。労使で情報共有し、来年１年を掛け協議してい
　　　くこととする。

2015年 年間カレンダーについて2.
１）効率の良い働き方と心身のリフレッシュが両立できるカレン
　　ダーの策定
　　⇒事務折衝を通じて策定済み。全社へは、本日以降早期に
　　　展開する。
２）年間カレンダーの設定期間を2016年稼働開始日まで策定
　　⇒2016年の年始稼働日は、１月５日（火）とする。
３）これまで労使で大切にしてきた３大連休については、従来通
　　り働きやすく休みやすいカレンダー設定の観点を軸に働き方
　　と成果の両面から議論をおこなう
　　⇒労使で議論を行い、ＧＷおよび夏期休暇は2014年と同等
　　　とし、年末・年始は、12 月 27 日～１月４日までとし
　　　2014年より「１日」連休増とする。

厚生資金の利率の確認3.
現行利率1.80％（2013年10月1日現在の長期プライムレート1.30+0.5）

新利率1.65％（2014年10月1日現在の長期プライムレート1.15+0.5）

菅野委員長

宮原社長

＊

＊

＊

いずれにしても難しい問題であり、しっかり勉強した上で進めないと、問題解決のはずが逆に問題が
出てしまう状況にならないようにしていかなければならないと考えている。
これから先競争もますます厳しくなるなかで、残業を少なく効率を上げて行くなかで不本意なサービ
ス残業などが絶対に出ないようにしなければならない。現在の制度の方が問題が少ないようにも思え
てしまうが、社会の流れもみなし残業手当について否定的になっているのも事実であり、時代の流れ
に則した方向にいかなければならないし、上手く移行できるようなら進めていきたい。時間をかけて
しっかりと議論していきたい。
カレンダーについては曜日の並びで土日がつなぎにくく三賀日のみの休みとなっていたが、けして前
倒しして休みを少なくしたいということではなく、周辺との絡みも含めた判断であったという事をご
理解いただきたい。

宮原社長

宮原社長

2015年４月１日より退職金制度が変更となります。変更内容には記載のとおりとなります。

　正月に関してはお客様も三賀日はご理解いただけると
思っている。確かに系列の違う販社ではそのような事態に
なっていることも理解しているし、メーカーからもそう
いった方向の動きもあるのではないかと思うが、お正月な
どは家族で過ごせるように残していきたいと思っている。

　時間算定については、組合員のモチベーションを下げるよ
うなことはあってはならないと考えており、これをきっかけに
さらに会社を強くしていかなければならないと思っている。
　カレンダーについては、他社では来年の３日から開けるな
ど早くから始業する販売店も増えている。以前宮原社長から
もお話があったと思うが、日本人特有の文化として正月やお
盆はしっかり休みリフレッシュして、新たな戦いに備えるた
めに組合としても大切な休日だと思っている。
　今後も環境変化等あるかと思うが、認識を共有し大切にし
ていきたい。

菅野委員長 宮原社長

　会社より１月から社員説明会が開催され
ます。事前に確定拠出年金ホームページに
て各個人の運用状況をご確認ください。

１）確定給付企業年金（DB）と確定拠出年
　　金（DC）※の比率の変更
　　【現　行】 DB：DC：一時金＝５：３：２
　　【変更後】 DB：DC：一時金＝３：５：２
２）想定利回りの変更と定期的な見直し
　　・現状の2.5％から1.85％へ変更　
　　・５年毎に想定利回りの見直しを行う
  　　（20年国債過去５年平均とする）
３）社員教育の充実
　　・運用結果以外の定期的な情報提供や
　　  研修会の開催
　　・40歳ライフプランセミナーの新設

③確定拠出年金インターネットサービス（携帯版）
http://m.jis-t.ne.jp

②確定拠出年金インターネットサービス（PC版）
各種データ確認や拠出先の変更・拠出割合の変更
https://www.jis-t.ne.jp/cgi-bin/dcw11111.cgi

①三井住友信託ライフガイド
各種データ確認や運用シュミレーションなど
https://lifeguide.smtb.jp/c/db/

ログイン用パスワードの再発行は、
①②のホームページからできます。

菅野委員長

＠ホームページのご案内

組合：菅野委員長、佐藤副委員長、松山副委員長、菅原書記長、横山執行委員、上松執行委員、松原執行委員、中村執行委員、休場執行委員、熊谷執行委員、直井執行員、小野執行委員、鈴木執行委員
会社：宮原社長、佐藤専務、斎藤専務、山内常務、小林取締役、宮原取締役、佐藤取締役、仲相談役、尾辻執行役員、矢島執行役員、杉生執行役員、和田執行役員　事務局：福島室長、樋口GM

2014 秋の取り組み　終結！
【第２回団体交渉】　●日時：11/28（金）13：00～　●場所：本社３F会議室

　11月28日（金）13時00分より
本社会議室にて秋の取り組みの団体
交渉をおこない、会社からの回答を
受け妥結しました。

労使で方向性を理解し、前向きに慎重に進めていく

労使にとってはこれからが本格的な議論のスタート

時代の流れに則しつつ、問題が出ないように議論していく

2014 秋の取り組み 回答書

※確定拠出年金とは会社が拠出した積立金を、個人の判断で運用していく制度です。



教えて
！

顧問F
P ユニオン座談会ユニオン座談会ユニオン座談会ユニオン座談会
ラ

安

将

ライフプランニングとは？

安定・ゆとり・夢を叶える近道

将来への不安もある

ライフプラン＝お金の人生設計図というイメージは
ありますが、専門的な知識も必要そうですし、具体的な
ことはよくわからないですね。

年金の知識も曖昧な部分があるし、将来不安は感じて
います。老後の備えについても、後回しには出来ない
問題ですよね。
何から手をつけるべきなんだろう・・・

いつかはマイホームを購入するのが夢ですね。

その人の年齢や家族構成から、教育・住宅（ローン）・
老後などに必要な金額や時期を把握することで、将来
の不安を軽減することができます。ライフプランとは
人生設計図です。

年金不安の人は多いですね。しかし、全てのお金を老後
貯蓄に回すことは不可能。老後の前に教育費や住宅
ローンなど、多くのお金が必要です。老後に向け、無理
せず効率的にお金を貯める方法（個人年金保険料控除
の活用など）があります。

廣中スタッフ

赤野スタッフ

下山さん

宮越さん

鈴木執行委員

城内さん

住宅は人生で大きな買い物。ニーズに合う物件が
あれば、いざ購入！となります。しかし、銀行から借りた
住宅ローンは「返せるお金」とは限りません。
教育費が重なったら？老後のお金は足りる？など、
将来を見通した計画が大切です。



次号しぐなる327号でも、ライフプランニングについて特集していきます！次号しぐなる327号でも、ライフプランニングについて特集していきます！ 佐藤副委員長

組合員に参加してもらい、FPユニオンLaboのみなさんと座談会を開催しました。
ライフプランを立てることは家計改善の始めの一歩です。組合員なら無料相談ができます、
早速スタートさせましょう。 FPユニオンLabo：TEL03-3263-8558

しっかりとした設計図を作って、
夢を叶えましょう。

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
は
、

　 

人
生
の
未
来
予
想
図
で
あ
る
！

　

上
の
図
を
左
か
ら
順
番
に
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

車
の
購
入
費
、結
婚
資
金
、子
供
の
教
育
費
、家
族

旅
行
、マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
、老
後
の
生
活
費
な
ど
、

人
生
に
は
多
く
の
お
金
が
掛
か
り
ま
す
。こ
れ
は
、

平
穏
無
事
に
長
生
き
す
る
場
合
の
シ
ナ
リ
オ
で
す
。

　
一
方
で
、一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
シ
ナ
リ
オ
も
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
、遺
族
の

精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、経
済
的

ダ
メ
ー
ジ
も
か
な
り
大
き
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
の
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
カ
バ
ー
す
る
モ
ノ
が

保
険
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
は
、２
つ
の

シ
ナ
リ
オ
が
あ
り
、そ
の
２
つ
に
備
え
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

平
穏
無
事
に
長
生
き
し
た
シ
ナ
リ
オ
で
も
、ま
た
、

万
が
一
の
シ
ナ
リ
オ
で
も
お
金
は
掛
か
り
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、将
来

に
必
要
な
お
金
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
の

対
策
ま
で
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

未
来
予
想
図
に
沿
っ
て
お
金
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
将
来
不
安
を
払
拭
し
、安
心
感
に
変
え
て
い

く
の
で
す
。

お金をしっかりコントロールして、
将来への不安を安心に

変えましょう。

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
意
識
す
る

　
　
　  

　
　
　
　
キ
ッ
カ
ケ
は
？

　

最
近
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
を
希
望
さ
れ
る

横
浜
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
組
合
員
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

相
談
さ
れ
る
キ
ッ
カ
ケ
は
、お
子
さ
ま
の
誕
生
や
、

住
宅
購
入
を
考
え
出
し
た
、50
歳
を
超
え
て
老
後
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　

ま
た
、
労
働
組
合
主
催
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
、横
浜
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
福
利

厚
生
・
共
済
制
度
を
加
味
し
た
保
障
見
直
し
方
法
を

聞
き
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
大
切
さ
を
感
じ
て
相
談

さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

・
家
計
改
善
の
チ
ャ
ン
ス
は

                   

た
く
さ
ん
あ
る
？

　

改
善
方
法
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、多
く
の
人
は

家
計
か
ら
出
て
い
く
お
金
に
つ
い
て
、あ
ま
り
意
識
は

高
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
払
え
る
か
ら
払
っ
て
い
る
」

と
い
う
認
識
の
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、マ
イ
ホ
ー
ム
や
趣
味
な
ど
夢
を
叶
え
る
た

め
に
必
要
な
お
金
に
優
先
順
位
を
付
け
ま
す
。

も
し
、実
現
が
困
難
な
と
き
、優
先
順
位
の
低
い
も
の

か
ら
予
算
を
下
げ
る
な
ど
、改
善
方
法
に
は
様
々
な

ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。



HAPPY BIRTH HAPPY WEDDING

ろうきん

・
・
・
・
・
・

9月2日

9月15日

10月20日

11月2日

VW緑園山手台

新 百 合 ヶ 丘

金 沢

平 塚 花 水 橋

・

・

・

・

後 藤 真 観

下 諸 廣 樹

菜 花 宏 之

小 林 　 修

西 田 早 貴

長谷川真弓

佐 藤 由 菜

佐久間百香

♥

♥

♥

♥

川 崎

本 社 1

伊 勢 原

あ ざ み 野

高 津 S C

港 南

長女

長女

次男

長女

長女

次男

こ な つ

か ほ

ゆ う と

み お り

ゆ い

ときかず

8月5日

9月4日

10月20日

10月24日

11月13日

11月20日

藤 澤 智 之
齋 藤 真 帆
斎 藤 正 太
小 川 智 之
髙 橋 政 裕
横 井 時 房

香 夏
夏 帆
優 斗
美 織
由 依
時 和

小田原支部
川越散策＆BBQ

おめでとうございます！
すくすく育ってね。

おめでとうございます！
すくすく育ってね。

齋藤夏帆ちゃん

おめでとうございます！
お幸せに。

おめでとうございます！
お幸せに。

秩父のサイボクハムでBBQ、
そして川越散策。

埼玉県を満喫してきました！

支 部 活 動 報 告組合員の皆様は〈ろうきん〉が
特別金利で利用できます！
組合員の皆様は〈ろうきん〉が
特別金利で利用できます！
住宅ローン/
〈中央ろうきん〉

借換・買換
ローン 返済スタイル

選べる安心
借入金額3,000万円

35年返済

変動金利型

年0.775％
全期間

固定金利型

年1.9％

年2.4％

ボーナス返済なし毎月返済額
81,576円

毎月返済額
97,846円

こどもの夢をかなえるのが、夢。

教育ローン教育ローン教育ローン ■最高1,000万円
■最長15年

10年以内でお借入れの方

年2.9％10年を超えてお借入れの方

お問い合わせ

中央労働金庫杉田支店  ☎045-774-1212

東京ディズニーリゾートペアチケットを3組6名様にプレゼント
組合ホームページにアクセスして、抽選プレゼントに応募してみよう！
下記の○○に入る答えをホームページ右上の「お問い合わせ」フォームから送信してください。

https://j-union.com/-/yp-union/
組合員ページにログインするにはIDとパスワードが必要です。

ID：SE1717　パスワード：SE17170
お問い合わせフォーム

お名前・支部名も
お忘れなく!!

【クイズ】※ヒントは「しぐなる」の表紙にあります
ありがとう
○○がつくる仲間の輪
ご応募はお一人様１回までとさせていただきます。

組合ホームページでは、組合員
の皆さまにユニオンニュースを
中心に各種募集展開やお得
情報、活動報告などをいち早く
お届けしています。
この機会にぜひご家族でご覧
いただき、ご活用ください。

応募締切
1/24（土）ゼロ

新春特別企画！新春特別企画！


	P1.pdf
	P2.pdf
	P3.pdf
	P4.pdf
	P5.pdf
	P6.pdf

